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東京外国語大学国際日本学研究報告Ⅰ
国際日本学の落とし穴
張　競
明治大学教授
京都にある国際日本文化研究センターが設立されてから、国際日本学は国内外で徐々に認知度が上が
り、同じ名称を掲げる学部や大学院、あるいは研究所は続々と作られている。二〇〇八年四月開学した
明治大学国際日本学部もその一つ。二〇一二年四月、同大学院国際日本学研究科が設置され、現在、学
部学生と大学院博士前期課程・博士後期課程の学生や交換留学生などを合わせて、一学年に四百人ほど
が在学している。
ただ、この名称に疑問を感じる人も少なくない。はたして「国際」なのか、それとも「日本」なのか、
意味がわからないという人もいれば、「国際」と「日本」とはどのような関係にあるかについて尋ねる
人もいる。学部の説明によれば、「日本を国際の視点から見つめ直し、その魅力を再発見して、世界に
発信する」のが目的であり、「そのため、留学生を交えたディスカッションや短期留学の経験などを通
して、日本の社会・文化の中で生きてきた自分を認識し、自分の考えを日英両言語で発信する力を養う」
ことを目指しているという。
グローバルな視点から日本を研究し、現代日本の魅力を海外に発信するのは確かに意義のあることで
ある。また、海外の日本研究者と交流を深めることもまた必要なことであろう。その意味では、国際日
本学部の設置は二十一世紀の社会的要請に応えたものと言える。一方、あらゆる新しい教育・学問分野
と同じように、多くの問題を抱えているのもまた事実ある。
一つ目は教育する側と受ける側の認識のズレである。学部の方針はもちろん、教員たちも当然、教育
や研究活動において、「国際日本学」のことを意識している。それに対し、学生たちは国際日本学部を「国
際系」学部として認識した者が多数を占めている。カリキュラムを見ると、一、二年のときにはネーティ
ブの教員による英語教育が中心になっているから、学生たちがそのような印象を持っているのも不思議
ではない。
二つ目は対外発信という落とし穴である。国際日本学部が日本文化の対外発信を学部の特色としてい
る以上、卒業後、それと関連する仕事に従事したいと思う学生がいてもごく自然なことである。ただし、
彼らのなかには、日本文化はほかの文化より優れているという先入観を持っている人も少なくない。日
本文化に誇りを持つのは悪いことではない。しかし、ナイーヴな文化観に基づく日本文化発信は偏見や
誤解を招きやすい。
三つ目はエスノセントリズムの誘惑にいかに打ち勝つかという問題である。芥川龍之介の「桃太郎」
という短編小説では、桃太郎が勢い込んで鬼が島へ鬼たちを征伐に行くことが描かれている。しかし、
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鬼たちはたいへん困惑している。自分たちは何も悪いことをしておらず、桃太郎たちにまったく迷惑を
かけていないのに、なぜ征伐されないといけないのか、理解に苦しんでいる。
芥川龍之介が描いた桃太郎はまぎれもなくエスノセントリストである。彼は文化の自己中心的なまな
ざしで文化の他者を眺め、ムラの論理にもとづいて他者の善悪を判断しようとしている。
幸い、国際日本学研究は桃太郎のように鬼たちを征伐しない。そのかわり、「わたしたち（桃太郎）」
は鬼たちとどこがどう違うか、そもそも「桃太郎」とは何かについて、鬼たちとともに議論し、研究し
ている。それは結構なことだが、ただ、その過程で、桃太郎はムラのまなざしで世界を眺めるというエ
スノセントリズムに陥りやすい。国際日本学の研究において、その点には留意すべきだと思う。
国際日本研究において、大事なのは文化理論についての探求である。日本文化も含めて、文化はつね
に流動的であり、時代とともにたえず自己更新している。文化には固有の「本質」もなければ、変わら
ない「型」もない。そのことを自覚し、世界における文化理論研究に関心を持つだけでなく、日本の経
験を踏まえて新たな知見を導き出さないといけない。そうすることで、国際日本学研究は初めてより実
り豊かなものになる。
